






























































































































tyrosine kinase inhibitor治療後PEL-like lymphomaを発症した例は本例で2例目であ
るため、今回文献的考察を含め報告する。
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メトトレキサート（MTX）は慢性関節リウマチ（RA）に対するアンカードラッグとし
て広く使用されているが、治療中に発生するリンパ増殖性疾患（LPD）が問題となっ
ている。MTX中止のみで自然退縮する症例があることよりMTX-LPDと称されて
いるが、RA自体でも悪性リンパ腫の発症頻度が高いとされているため、LPDの発
生にどこまでMTXが関連しているのか不明な点も多い。今回我々は当院で経験し
たMTX-LPD10例について症例の検討・解析を行った。病理組織型はびまん性大細
胞型B細胞性リンパ腫（DLBCL）が5例、ホジキンリンパ腫が2例、血管免疫芽球性
T細胞性リンパ腫（AITL）、節性辺縁帯B細胞リンパ腫（NMZL）、組織型不明がそれ
ぞれ1例出会った。MTX中止のみで6例のLPDが寛解したが、そのうち4例で再発
を認めた。最終的に7例で化学療法を施行。通常のリンパ腫治療と同様の治療方針で
CHOP like regimenもしくはABVD療法を選択した。MTX中止により一度は軽快し
たが上大静脈内腫瘤として再発した例や、再発後急激なLPD増悪により死の転帰を
辿った例もあり、MTX投与がリンパ腫の発症・進展においてどのように関与してい
るのか興味深い症例も経験した。MTX-LPDの発生・再発のrisk factorは明らかでは
なく、投与後の合併症としてだけでなく、発症後も常にMTX-LPDは念頭に置く必
要があると言える。当院での経験症例の解析結果について文献的考察を加えて報告
する。
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【症例1】95歳女性。耳鼻科に咽喉頭炎のため入院した。セフトリアキソンの投与に
も関わらず解熱しないため精査目的で内科に紹介された。意識の軽度低下を認める
が、髄膜刺激症状は認めず、感染のフォーカスは明らかではなかった。紹介時に採
取された血液培養でListeria monocytogenes（リステリア）が検出された。血液培養
検出後に行われた髄液検査では細胞数増加は認めず、培養も陰性であった。頭部単
純MRIでは異常所見を認めなかった。血液培養の結果からアンピシリン静注に変更
し、合計3週間の治療を行った。加療後より速やかに解熱・意識の改善を認め、退
院した。【症例2】91歳女性。前医で腎盂腎炎疑いに対してセフトリアキソンで加療
されていた。入院中に右半身麻痺を来し、紹介され受診した。来院時、麻痺は改善
していたが、肝胆道系・膵酵素上昇、CTでの膵腫大があり、胆石性膵炎と診断され
当院消化器内科に入院した。胆管炎の併発が疑われ、セフォペラゾンスルバクタム
を投与された。後日血液培養でリステリアが検出された。意識の軽度低下を認める
が、髄膜刺激症状は認めず、感染のフォーカスを示唆する身体所見は明らかではな
かった。髄液検査は不穏が強いため施行困難であった。頭部単純MRIでは異常所見
を認めなかった。治療薬をアンピシリンに変更後、速やかに解熱・意識の改善を認
め、3週間の治療後に退院となった。【考察】リステリア感染症は妊婦や細胞性免疫抑
制、高齢がリスクと考えられている。両症例とも高齢以外の免疫抑制は認めなかった。
セフェム系抗菌薬は無効であり、両症例ともアンピシリンに変更し速やかに臨床所
見の改善を認めた。また中枢神経感染の合併も多いとされているが両症例とも明ら
かではなかった。【結語】比較的稀なリステリア感染症を2例経験したので文献的考
察を加えて報告する。
